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潺
上
戸
田
川
浄
化
施
設
及
び
改

修
用
地
の
購
入
に
伴
う
経
費

上
戸
田
川
の
改
修
事
業
に
お

け
る
浄
化
施
設
用
地
、
取
水
ポ

ン
プ
用
地
及
び
改
修
用
地
の
取

得
に
伴
う
経
費
を
新
規
に
計
上

す
る
も
の
で
す
。

潸
都
市
開
発
基
金
積
立

今
後
、
財
政
需
要
が
高
ま
る

と
予
想
さ
れ
る
都
市
基
盤
整
備

に
対
応
す
る
た
め
都
市
開
発
基

金
へ
の
積
立
金
の
計
上
で
す
。

澁
職
員
人
件
費
の
減

職
員
の
異
動
、
退
職
、
給
与

減
額
に
伴
う
人
件
費
の
減
額
で

す
。

3

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算

老
人
保
健
医
療
費
等
拠
出
金

の
確
定
通
知
に
伴
う
返
還
金
の

増
額
で
す
。

◎
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

職
員
人
件
費
の
減
額
で
す
。

◎
医
療
保
健
セ
ン
タ
ー
特
別
会

計
補
正
予
算

職
員
人
件
費
の
減
額
で
す
。

◎
交
通
災
害
共
済
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

12月定例会

１２
月
定
例
会
は
、
専
決
処
分

の
報
告
２
件
と
、「
職
員
定
数

条
例
の
一
部
改
正
」、「
文
化
会

館
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部

改
正
」、「
水
洗
便
所
改
造
資
金

融
資
・
補
助
条
例
の
一
部
改
正
」

や
、「
平
成
１６
年
度
一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
」
な

ど
、
市
長
提
出
議
案
１７
件
の
ほ

か
請
願
、
陳
情
を
慎
重
に
審
議

し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
議
案
に
つ
い
て

は
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
定
例
会
最
終
日
に
は
、

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て
の
提
案
が
あ
り
、
推

薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
議
員
提
出
議
案

と
し
て
、「
自
然
災
害
に
よ
る

被
災
住
宅
本
体
へ
の
再
建
支
援

制
度
の
確
立
を
求
め
る
意
見

書
」、「『
子
ど
も
の
権
利
条
約
』

に
基
づ
い
た
子
ど
も
の
権
利
保

障
を
求
め
る
意
見
書
」、「
郵
政

民
営
化
に
関
す
る
意
見
書
」
、

「
平
成
１７
年
度
地
方
交
付
税
所

設
に
移
行
す
る
こ
と
に
伴
い
、

運
営
主
体
と
な
る
社
会
福
祉
法

人
戸
田
わ
か
く
さ
会
が
、
地
域

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
障

害
児
（
者
）の
地
域
生
活
支
援
事

業
を
行
う
た
め
に
、
助
成
金
を

新
規
に
計
上
す
る
も
の
で
す
。

滷
ア
レ
ル
ギ
ー
等
対
応
特
別
給

食
提
供
事
業
費
補
助
金

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
や
障
害
な

ど
、
健
康
面
等
に
お
い
て
、
児

童
に
配
慮
し
た
給
食
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
調
理
員
を
加
配

し
て
い
る
民
間
保
育
園
に
補
助

す
る
た
め
、
新
規
に
計
上
す
る

も
の
で
す
。

澆
自
転
車
駐
車
場
管
理
シ
ス
テ

ム
保
守
点
検
業
務
委
託
料
の

増自
転
車
駐
車
場
の
自
動
発
券

機（
４
台
）
を
新
紙
幣
に
対
応
さ

せ
る
た
め
の
経
費
の
増
額
で
す
。

議
員
提
出
議
案
の
意
見
書
４
件
も
可
決

12月定例会�12月定例会�

▲ 12月定例会の議案を慎重審議（右上は永沼議長）

前
年
度
繰
越
金
の
精
査
に
よ

る
積
立
金
の
増
額
で
す
。

◎
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予

算老
人
保
健
医
療
現
金
支
給
費

の
増
加
に
伴
う
増
額
で
す
。

◎
火
災
共
済
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算

前
年
度
繰
越
金
の
精
査
に
よ

る
積
立
金
の
増
額
で
す
。

◎
新
曽
第
一
土
地
区
画
整
理
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

職
員
人
件
費
の
減
額
で
す
。

◎
水
洗
便
所
改
造
資
金
融
資
・

補
助
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

あ
っ
せ
ん
融
資
の
限
度
額
を

２０
万
円
か
ら
５０
万
円
に
引
き
上

げ
る
こ
と
に
伴
う
改
正
で
す
。

◎
学
校
建
設
基
金
条
例
を
廃
止

す
る
条
例

芦
原
小
学
校
竣
工
に
伴
う
基

金
条
例
の
廃
止
で
す
。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
億
３

３
２
８
万
７
０
０
０
円
を
追
加

す
る
も
の
で
、
主
な
も
の
は
次

の
と
お
り
で
す
。

漓
障
害
児
（
者
）
地
域
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
事
業
費
助
成
金

現
在
の
わ
か
く
さ
生
活
実
習

所
が
、
デ
イ
ケ
ア
施
設
か
ら
知

的
障
害
者
小
規
模
通
所
授
産
施

要
総
額
確
保
に
関
す
る
意
見

書
」
の
計
４
件
が
提
出
さ
れ
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
、
可
決

し
ま
し
た
。（
３
謨
参
照
）

今
定
例
会
で
原
案
可
決

さ
れ
た
主
な
議
案

◎
埼
玉
県
市
町
村
職
員
退
職
手

当
組
合
規
約
の
一
部
変
更

市
町
村
合
併
等
に
伴
う
加
入
、

脱
退
等
の
手
続
に
関
す
る
規
定

の
整
備
に
伴
う
変
更
で
す
。

◎
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ
き
、

職
員
定
数
を
４５
人
削
減
す
る
こ

と
に
伴
う
改
正
で
す
。

◎
文
化
会
館
設
置
及
び
管
理
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

文
化
会
館
の
閉
館
時
間
を
３０

分
繰
り
下
げ
、
午
後
９
時
３０
分

ま
で
と
す
る
こ
と
に
伴
う
改
正

で
す
。

◎
介
護
老
人
保
健
施
設
等
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

訪
問
看
護
収
入
及
び
委
託
料

の
増
額
並
び
に
職
員
人
件
費
の

減
額
で
す
。

◎
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算保
険
給
付
費
の
増
額
等
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

の
推
薦
に
同
意

山
本
千
代
　
氏
（
再
任
）

下
前
２
丁
目
９
番
８
号

青木　宏之 氏

平成５年から連続３期
12年間にわたり市政に貢
献し、その間、議長、総
務委員長、厚生委員長、
文教経済委員長、議会運
営委員長、議会だより編
集委員長を歴任する。

永沼 逸郎 氏

昭和48年から連続８
期32年間にわたり市政
に貢献し、その間、議
長２回、副議長、建設
委員長を歴任し、藍綬
褒章を受章する。

榎本 喜代志氏

昭和60年から連続５期20
年間にわたり市政に貢献し、
その間、議長、監査委員、
建設委員長、文教経済委員
長、議会運営委員長を歴任
し、知事表彰を受賞する。

召田　均氏

昭和36年、町議会議員に当
選以来、連続11期42年間にわ
たり市政に貢献し、その間、
議長２回、監査委員、総務委員
長、建設委員長、議会運営委員
長を歴任し、藍綬褒章を受章、
自治大臣感謝状を受賞する。

今
議
会
を
最
後
に
４
名
の
議
員
が
勇
退
を
表
明
さ
れ

ま
し
た
。
こ
こ
に
市
政
の
発
展
に
多
大
な
功
績
を
残
さ

れ
た
各
氏
の
略
歴
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。（
議
席
順
）

今
定
例
会
で
は
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
４
件
の
意
見
書

が
提
出
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
掲
載

し
ま
す
。
な
お
、
意
見
書
は
関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

物
の
安
全
性
の
確
保
な
ど
、
必

要
と
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
こ
と
は
、
市
民
が
望
ん
で

い
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

国
の
構
造
改
革
の
優
先
事
項
と

し
て
、
国
民
の
声
を
十
分
聞
き
、

改
革
の
目
的
を
明
確
に
し
た
上

で
議
論
を
深
め
る
よ
う
望
む
。

平
成
１７
年
度
地
方
交
付
税
所
要

総
額
確
保
に
関
す
る
意
見
書

国
は
、
平
成
１７
年
度
政
府
予

算
編
成
に
当
た
り
、「
地
方
交
付

税
の
所
要
総
額
」
が
確
実
に
確

保
さ
れ
る
よ
う
、
次
の
事
項
に

つ
い
て
、
そ
の
実
現
を
求
め
る
。

１.

少
な
く
と
も
平
成
１６
年
度

の
水
準
以
上
を
確
保
す
る
。

２.

財
政
力
の
弱
い
地
方
公
共

団
体
は
、
地
方
交
付
税
の
財

源
調
整
・
財
源
保
障
を
強
化

し
て
対
応
す
る
。

３.

一
方
的
な
不
合
理
な
削
減

は
、
絶
対
認
め
ら
れ
な
い
。

自
然
災
害
に
よ
る
被
災
住
宅

本
体
へ
の
再
建
支
援
制
度
の

確
立
を
求
め
る
意
見
書

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
を

再
び
改
正
し
、
支
援
金
の
支
給

対
象
に
被
災
住
宅
本
体
に
係
る

建
築
費
・
購
入
費
・
補
修
費
等

を
含
め
る
よ
う
、
強
く
求
め
る
。

「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」に
基

づ
い
た
子
ど
も
の
権
利
保
障

を
求
め
る
意
見
書

国
及
び
地
方
自
治
体
に
お
い

て
、
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」

の
趣
旨
を
最
大
限
尊
重
し
、
子

ど
も
の
権
利
保
障
を
求
め
る
仕

組
み
づ
く
り
に
取
り
組
む
よ
う

求
め
る
。

郵
政
民
営
化
に
関
す
る
意
見
書

郵
便
局
が
地
域
の
社
会
づ
く

り
の
一
翼
を
担
い
つ
つ
、
郵
便

▲親切で迅速を心掛けた窓口サービス


